
メッシュネットワークコンポーネント

この章では、メッシュネットワークコンポーネントについて説明します。

Ciscoワイヤレスメッシュネットワークには、次の 4つのコアコンポーネントがあります。

• Cisco Aironet 15X0シリーズメッシュアクセスポイント

Cisco Aironet 1520シリーズのメッシュアクセスポイントは、生産終了のため
サポートされていません。

（注）

•シスコワイヤレス LANコントローラ（以下、コントローラ）

• Cisco Prime Infrastructure

•メッシュソフトウェアアーキテクチャ

この章の内容は、次のとおりです。

• メッシュアクセスポイント, 2 ページ

• Ciscoワイヤレス LANコントローラ, 36 ページ

• Cisco Prime Infrastructure, 37 ページ

• アーキテクチャ, 37 ページ
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メッシュアクセスポイント

5500 シリーズコントローラでのメッシュアクセスポイントのライセ
ンス

Cisco 5500シリーズコントローラでメッシュアクセスポイントと非メッシュアクセスポイント
の両方を使用する場合、7.0リリース以降、必要なライセンスは基本ライセンス（LIC-CT5508-X）
だけになりました。ライセンスの取得とインストールの詳細については、http://www.cisco.com/en/
US/products/ps10315/products_installation_and_configuration_guides_list.htmlの『Cisco Wireless LAN
Controller Configuration Guide』を参照してください。

アクセスポイントのロール

メッシュネットワーク内のアクセスポイントは、次の 2つの方法のいずれかで動作します。

1 ルートアクセスポイント（RAP）

2 メッシュアクセスポイント（MAP）

すべてのアクセスポイントは、メッシュアクセスポイントとして設定され、出荷されます。

アクセスポイントをルートアクセスポイントとして使用するには、メッシュアクセスポイ

ントをルートアクセスポイントに再設定する必要があります。すべてのメッシュネットワー

クで、少なくとも 1つのルートアクセスポイントがあることを確認します。

（注）

RAPはコントローラへ有線で接続されますが、MAPはコントローラへ無線で接続されます。

MAPはMAP間および RAPへの通信に 802.11a/n無線バックホールを使用して無線接続を行いま
す。MAPでは Cisco Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）を使用して、他のメッシュアクセス
ポイントを介したコントローラへの最適なパスを決定します。

ブリッジモードのアクセスポイントでは、5 GHz周波数のメッシュバックホールの CleanAirを
サポートし、干渉デバイスレポート（IDR）と電波品質の指標（AQI）レポートのみを作成しま
す。

RAPまたはMAPはブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）自体を生成しません。た
だし、RAPまたはMAPがネットワーク全体で接続された有線またはワイヤレスのインター
フェイスからBPDUを受信した場合、RAPまたはMAPはアップストリームデバイスにBPDU
を転送します。

（注）
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この図は、メッシュネットワーク内の RAPとMAPの間にある関係を示しています。

図 1：単純なメッシュネットワーク階層

ネットワークアクセス

ワイヤレスメッシュネットワークでは、異なる 2つのトラフィックタイプを同時に伝送できま
す。伝送できるトラフィックタイプは次のとおりです。

•無線 LANクライアントトラフィック

• MAPイーサネットポートトラフィック

無線LANクライアントトラフィックはコントローラで終端し、イーサネットトラフィックはメッ
シュアクセスポイントのイーサネットポートで終端します。

メッシュアクセスポイントによる無線 LANメッシュへのアクセスは次の認証方式で管理されま
す。

• MAC認証：メッシュアクセスポイントが参照可能データベースに追加され、特定のコント
ローラおよびメッシュネットワークに確実にアクセスできるようにします。
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•外部 RADIUS認証：メッシュアクセスポイントは、証明書付きの拡張認証プロトコル
（EAP-FAST）のクライアント認証タイプをサポートする Cisco ACS（4.1以上）などの
RADIUSサーバを使用して、外部から認証できます。

ネットワークのセグメント化

メッシュアクセスポイント用のワイヤレス LANメッシュネットワークへのメンバーシップは、
ブリッジグループ名（BGN）によって制御されます。メッシュアクセスポイントは、類似のブ
リッジグループに配置して、メンバーシップを管理したり、ネットワークセグメンテーションを

提供したりすることができます。

Cisco 屋内メッシュアクセスポイント
屋内メッシュは次のアクセスポイントから入手できます。

• 802.11n

• 1040

• 1140

• 1260

• 802.11n+CleanAir

• 1600

• 2600

• 3500e

• 3500i

• 3600

• 802.11ac+CleanAir

• 1700

• 2700

• 3700

アクセスポイントのコントローラソフトウェアのサポートの詳細については、『CiscoWireless
Solutions Software Compatibility Matrix』を参照してください。URLは次のとおりです。http://
www.cisco.com/en/US/docs/wireless/controller/5500/tech_notes/Wireless_Software_Compatibility_
Matrix.html

（注）
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エンタープライズ 11n/acメッシュは、802.11n/acアクセスポイントで動作するためにCUWN機能
に追加される拡張機能です。エンタープライズ 11acメッシュ機能は 802.11ac以外のメッシュと互
換性がありますが、バックホールとクライアントのアクセス速度が向上します。802.11ac屋内ア
クセスポイントは、特定の屋内展開用のデュアル無線Wi-Fiインフラストラクチャデバイスで
す。一方の無線をアクセスポイントのローカル（クライアント）アクセスに使用でき、もう一方

の無線をワイヤレスバックホールに対して設定できます。バックホールは、5 GHz無線でのみサ
ポートされます。ユニバーサルバックホールアクセスが有効な場合、5 GHz無線はローカル（ク
ライアント）アクセスとバックホールに使用できます。エンタープライズ11acメッシュは、P2P、
P2MP、およびアーキテクチャのメッシュタイプをサポートします。

802.11acは、パフォーマンスなど、エンタープライズクラスの信頼性と有線ネットワークを提供
します。最大データレート 1.3 Gbpsに対応する 3つの空間ストリームと 80 MHz広帯域チャネル
をサポートします。これは、現在のハイエンドのエンタープライズ 802.11nアクセスポイントの
最大データレートの 3倍です。

屋内アクセスポイントをブリッジモードに直接設定して、これらのアクセスポイントをメッシュ

アクセスポイントとして直接使用できます。これらのアクセスポイントがローカルモード（非

メッシュ）である場合は、これらのアクセスポイントをコントローラに接続し、APモードをブ
リッジモード（メッシュ）に変更する必要があります。このシナリオは、特に、展開されるアク

セスポイントの量が大きく、アクセスポイントが従来の非メッシュワイヤレスカバレッジに対

してローカルモードですでに展開されている場合に、煩雑になります。

Cisco屋内メッシュアクセスポイントでは、次の 2つの無線が同時に動作します。

•クライアントアクセスに使用される 2.4 GHzの無線

•ユニバーサルバックホールアクセスが有効になっている場合、データバックホールおよび
クライアントアクセスに使用される 5 GHzの無線

5 GHzの無線は、5.15 GHz、5.25 GHz、5.47 GHz、および 5.8 GHzの帯域をサポートします。

Cisco 屋外メッシュアクセスポイント
Cisco屋外メッシュアクセスポイントは、Cisco Aironet 1500シリーズアクセスポイントから構成
されます。1500シリーズには、1572 11ac屋外アクセスポイント、1552 11n屋外メッシュアクセ
スポイント、および 1532デュアル無線メッシュアクセスポイントが含まれます。

Cisco 1500シリーズメッシュアクセスポイントは、ワイヤレスメッシュ展開の中核的なコンポー
ネントです。AP1500は、コントローラ（GUIおよび CLI）と Cisco Prime Infrastructureの両方によ
り設定されます。屋外メッシュアクセスポイント（MAPおよび RAP）間の通信は、802.11a/n/ac
無線バックホールを介します。クライアントトラフィックは、一般に802.11b/g/n無線を介して送
信されます（クライアントトラフィックを受け入れるように 802.11a/n/acも設定できます）。

メッシュアクセスポイントは、有線ネットワークに直接接続されていない他のアクセスポイン

トの中継ノードとしても動作します。インテリジェントな無線ルーティングは Adaptive Wireless
PathProtocol（AWPP）によって提供されます。このシスコのプロトコルを使用することで、各メッ
シュアクセスポイントはネイバーアクセスポイントを識別し、パスごとに信号の強度とコント

ローラへのアクセスに必要なホップカウントについてコストを計算して、有線ネットワークまで

の最適なパスをインテリジェントに選択できるようになります。
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AP1500には、ケーブルありとケーブルなしの 2つの異なる構成があります。

•ケーブル構成は、ケーブルより線に取り付け可能であり、Power-Over-Cable（POC）をサポー
トします。

•ケーブルなし構成は、複数のアンテナをサポートします。この構成は、柱や建物壁面に取り
付け可能で、電源関連のオプションをいくつか用意しています。

アップリンクサポートには、ギガビットイーサネット（1000BASE-T）と、ファイバまたはケー
ブルモデムインターフェイスに接続できる小型フォームファクタ（SFP）スロットが含まれま
す。1000BASE-BXまでのシングルモード SFPとマルチモード SFPの両方がサポートされます。
メッシュアクセスポイントのタイプに基づき、ケーブルモデムは DOCSIS 2.0または
DOCSIS/EuroDOCSIS 3.0になります。

AP1500は、厳しい環境向けハードウェア格納ラックに設置します。厳しい環境に対応するAP1500
は、Class I、Division 2、Zone 2の厳しい環境での安全基準を満たしています。

次のモードでは、メッシュアクセスポイントは非メッシュモードで動作できます。

•ローカルモード：このモードでは、APは割り当てられたチャネル上のクライアントを処理
できます。180秒周期で帯域上のすべてのチャネルをモニタ中にも処理が可能です。この間
に、APは 50ミリ秒周期で各チャネルをリッスンし、不正なクライアントのビーコン、ノイ
ズフロアの測定値、干渉および IDSイベントを検出します。また APは、チャネル上の
CleanAir干渉もスキャンします。

• FlexConnectモード：FlexConnectは、ブランチオフィスとリモートオフィスに導入されるワ
イヤレスソリューションです。FlexConnectモードを使用すると、各オフィスにコントロー
ラを展開しなくても、会社のオフィスからWANリンクを介して支社や離れた場所にあるオ
フィスのアクセスポイントを設定および制御できます。コントローラとの接続が失われたと

きは、FlexConnectモードでクライアントデータトラフィックをローカルでスイッチして、
クライアント認証をローカルで実行することができます。コントローラに接続されている場

合、FlexConnectモードではコントローラにトラフィックをトンネリングで戻すこともできま
す。

•モニタモード：このモードでは、AP無線は受信状態にあります。APは、12秒ごとにすべ
てのチャネルをスキャンし、不正なクライアントのビーコン、ノイズフロアの測定値、干

渉、IDSイベントおよび CleanAir侵入者を検出します。

• Rogue Detectorモード：このモードでは、AP無線がオフになり、APは有線トラフィックの
みをリッスンします。コントローラは Rogue Detectorとして設定されている APと、疑わし
い不正クライアントおよびAPのMACアドレスのリストを渡します。Rogue DetectorはARP
パケットを監視します。Rogue Detectorはトランクリンクを介して、すべてのブロードキャ
ストドメインに接続できます。

•スニファモード：APはチャネル上のすべてのパケットをキャプチャし、Wiresharkなどのパ
ケットアナライザソフトウェアを使用してパケットを復号するリモートデバイスに転送し

ます。

•ブリッジモード：このモードでは、有線ネットワークのケーブル接続が利用できない無線
メッシュネットワークを作成するために、APが設定されます。
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• Flex+Bridgeモード：このモードでは、FlexConnectとブリッジモードの設定オプションの両
方をアクセスポイントで使用できます。

GUIおよび CLIの両方を使用してこれらのモードを設定できます。手順については、『Cisco
Wireless LAN Controller Configuration Guide』を参照してください。

（注）

MAPは、有線と無線のバックホールに関係なく、ブリッジ/Flex+Bridgeモードでだけ設定でき
ます。MAPに有線バックホールがある場合、APモードを変更する前に、RAPにAPロールを
変更する必要があります。

（注）

Cisco Aironet 1570 シリーズアクセスポイント
CiscoAironet1570シリーズは、Wi-Fiカバレッジを屋外に拡張しようと考えている企業およびキャ
リアクラスの両方のネットワークオペレータに最適な屋外アクセスポイントです。これは、パ

フォーマンスが業界最高レベルのパフォーマンスを誇るアクセスポイントであり、データ接続速

度が最大 1.3 Gbpsの最新のWi-Fi規格である 802.11acに対応しています。この産業クラスのアク
セスポイントは、4x4 Multiple Input Multiple Output（MIMO）のスマートアンテナテクノロジー
と 3空間ストリームをサポートしており、最適なパフォーマンスを実現します。Aironet 1570によ
り、より広い地域にカバレッジを拡張し、高いスループットを提供します。このアクセスポイン

トは、近くにいる多数のユーザが RF干渉を生成する場合のように、管理が不可欠な高密度な環
境にも適しています。1572の特徴は次のとおりです。

•最先端のキャリアグレード屋外用Wi-Fi AP

• 2.4 GHzと 5 GHzのデュアルバンド、内蔵 5 GHz無線での 802.11ac Wave 1サポート

•法律で規定された最大放射 RF電力

• High Density Experience（HDX）

• CiscoCleanAir 2.0テクノロジーは、自動設定用の統合スペクトラムインテリジェンスと
80 MHzチャネルでの自動復旧ネットワークを提供します。

• ClientLink 3.0は、従来の 802.11acと 802.11nのデータレートの信頼性を向上させ、カバ
レッジを拡大します。

•クライアントが最適なアクセスポイントに接続できるようにするための最適化ローミン
グ。

•無線パフォーマンスを最大化するための Cisco ASIC設計を使用したターボパフォーマ
ンス。

• 4 x 4:3Multiple-InputMultiple-Output（MIMO）テクノロジーによる 802.11acの範囲とパフォー
マンスの向上
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• 1.3 Gbps（5 GHz）802.11acデータレート

•シスコフレキシブルアンテナポートテクノロジー

• DOCSIS 3.0/EuroDOCSIS/JapanDOCSIS 3.0、24 x 8光ファイバ/同軸ハイブリッド（HFC）ケー
ブルモデムオプション

• 4つのアンテナMIMOと 3つの空間ストリームによる無線感度と範囲パフォーマンスの向上

•複数のアップリンクオプション（ギガビットイーサネット 10/100/1000 BaseT、ファイバ
SFP、ケーブルモデム）

•電源：AC、DC、ケーブル、UPOE、PoE-Out（802.3at）

• 4G LTE共存

• NEMAタイプ 4X認定カバー

•モジュールオプション：投資保護と将来保証

•目立たないプロファイルデザイン

•統合または自律運用

AP1572IC

AP1572ICには次のような機能があります。

• 2つの無線（2.4 GHzと 5 GHz）

• 2 GHz：4x4:3

• 5 GHz：4x4:3

•電源オプション：

• 40～ 90 VAC、50～ 60 Hz、準方形波、パワーオーバーケーブル

• 10～ 16 VDC

•コンソールポート

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

• DOCSISおよび EuroDOCSIS 3.0 24x8

• GPSオプション

AP1572EC

AP1572ECには次のような機能があります。

• 2つの無線（2.4 GHzと 5 GHz）

• 2 GHz：4x4:3
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• 5 GHz：4x4:3

•電源オプション：

• 40～ 90 VAC、50～ 60Hz、準方形波、パワーオーバーケーブル

• 10～ 16 VDC

• 802.3at PoE-Out対応

•コンソールポート

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

• GPSオプション

AP1572EAC

AP1572EACには次のような機能があります。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

• 2 GHz：4x4:3

• 5 GHz：4x4:3

•電源オプション：

• 100～ 277 VAC、50～ 60Hz

• 10～ 16 VDC

• UPoE

• AIR-PWRINJ1550-2付きの PoE

• AC/DC電源から給電する場合の 802.3at PoE-Out対応

•コンソールポート

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

• GPSオプション

詳細については、『1572 Deployment Guide』を参照してください。（注）

シスコワイヤレスメッシュアクセスポイント設計および展開ガイドリリース 8.0    
9

メッシュネットワークコンポーネント

Cisco 屋外メッシュアクセスポイント

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/technotes/8-0/1570-DG/b_Aironet_AP1570_DG.html


Cisco Aironet 1530 シリーズアクセスポイント
CiscoAironet 1530シリーズアクセスポイントは、さまざまなアプリケーションをサポートするよ
うに設計されています。洗練されたプロファイルで、アクセスポイントは、カバレッジが必要で

特定の配置の要件を引き続き満たす場所に展開されます。

主な特徴は次のとおりです。

•ウルトラロープロファイル、屋外 AP

• 802.11nデュアルバンド（2.4 GHzおよび 5 GHz）

•モデル：内部（1532I）または外部（1532E）アンテナ。

◦フレキシブルアンテナポート：シングルバンドまたはデュアルバンドアンテナの SW
設定ポート

•統合または自律モード：新しいブートロジックが、同じ HW PIDからの APの統合ブートま
たは自律ブートを可能にします

• 2.4 GHzまたは 5 GHzのブリッジング：ポイントツーポイントまたはポイントツーマルチポ
イントのトポロジ

•デイジーチェーン：シリアルバックホールまたは拡張ユニバーサルアクセス

詳細情報などのサポートドキュメントについては、http://www.cisco.com/en/US/products/ps12831/
tsd_products_support_series_home.htmlを参照してください。

AP1532I

AP1532Iには次のような機能があります。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

◦ 2 GHz：3x3:3

◦ 5 GHz：2x3:2

• UPoEおよび DC電源（48 V）

•コンソールポート

•重量：2.3 kg（5.07ポンド）

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

• 23 x 17 x 10 cm（9 x 7 x 4インチ）（3.0リットル以下に相当）

AP1532E

AP1532Eには次のような機能があります。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）
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2 GHz：2x2:2◦

◦ 5 GHz：2x2:2

• PoE+（802.3at）および DC電源（48 V）

•コンソールポート

•重量：2.5 kg（5.5ポンド）

• LTEおよびWiMAX信号除去（2.1/2.3 GHz：30 dB、2.5 GHz：35 dB）

•自律ブリッジング機能（1310および 1410の製品ラインの後継）

• 26 x 17 x 10 cm（10 x 7 x 4インチ）（3.0リットルに相当）

詳細については、『1532 Deployment Guide』を参照してください。（注）

Cisco Aironet 1552 メッシュアクセスポイント
Cisco Aironet 1550シリーズの屋外メッシュアクセスポイントは、メッシュネットワークで使用
する目的で設計されたモジュール方式の無線屋外 802.11nアクセスポイントです。このアクセス
ポイントは、ポイントツーマルチポイントメッシュの無線接続およびワイヤレスクライアント

アクセスを同時にサポートします。アクセスポイントは、有線ネットワークに直接接続されてい

ない他のアクセスポイントのリレーノードとしても動作します。インテリジェントな無線ルー

ティングは Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）によって提供されます。これにより、アクセ
スポイントはネイバーアクセスポイントを識別し、パスごとに信号の強度とコントローラへの

アクセスに必要なホップカウントについてコストを計算して、有線ネットワークまでの最適なパ

スをインテリジェントに選択できるようになります。

1550シリーズのアクセスポイントは、802.11nテクノロジーと統合無線および内部/外部アンテナ
を利用しています。1552屋外プラットフォームは、Multiple InputMultipleOutput（MIMO）WLAN
無線で構成されます。2x3 MIMOと 2つの空間ストリーム、ビーム形成を採用し、統合スペクト
ルインテリジェンス（CleanAir）を備えています。

CleanAirは、無線周波数（RF）干渉を検出、位置を特定、分類、緩和すると同時に 11nのフル
データレートを提供して、最適なクライアントエクスペリエンスを実現します。屋外 11nプラッ
トフォームの CleanAirテクノロジーは、2.4 GHz無線のWi-Fiおよび非Wi-Fi干渉を緩和します。

1550シリーズのアクセスポイントには、2.4 GHzおよび 5 GHz MIMO無線の 2つの無線がありま
す。2.4 GHz無線は主にローカルアクセスに使用し、5 GHz無線はローカルアクセスおよびメッ
シュモードでのワイヤレスバックホールの両方に使用します。

wIPSサブモードは、Cisco 1532、1552、および 1572シリーズのメッシュアクセスポイントで
はサポートされません。

（注）
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2.4 GHz無線は 1552 APのバックホールには使用できません。（注）

2 GHz b/g/n無線には次の特長があります。

• 2.4 GHz ISM帯域で動作します。

•米国ではチャネル 1～ 11、欧州では 1～ 13、日本では 1～ 13をサポートします。

• 802.11b/g/n動作用に 2つのトランスミッタがあります。

• 5つの電力レベルで出力電力を設定できます。

•無線には、最大比合成（MRC）を可能にするレシーバが 3つあります。

5 GHz a/n無線には次の特長があります。

• UNII-2帯域（5.25～ 5.35 GHz）、UNII-2拡張/ETSI帯域（5.47～ 5.725 GHz）、および高い
方の ISM帯域（5.725～ 5.850 GHz）で動作します。

• 802.11a動作用に 2つのトランスミッタがあります。

•規制ドメインに応じて電力設定を変更できます。3 dBの手順では、出力電力を 5つの電力レ
ベルで設定できます。

•無線には、最大比合成（MRC）を可能にするレシーバが 3つあります。

1550シリーズのアクセスポイントには次の特長があります。

• 1520シリーズのモジュール方式をサポートし、無線を柔軟に設定できます。

• 1520シリーズアクセスポイントと完全な相互運用性があります。

•レガシークライアントとも相互運用性があり、バックホールのパフォーマンスを向上させま
す。

• APがローカルモードで設定されている場合は、マルチキャスト VideoStreamがサポートさ
れます。

• APがローカルモード、FlexConnectモード、またはメッシュモードのいずれかに設定されて
いる場合は Hotspot 2.0がサポートされます。

• AP1552は、高品質な VoWLANコールに対応可能な QoSです。

•接続したクライアントに 2.4 GHzから 5 GHzへ移動するように通知する帯域選択がサポート
されています。

• AP1552では、DTLSのサポートにより、ブリッジモードを除くすべてのサポート対象 AP
モードのデータを暗号化できます。

• 5 GHzの無線上で CleanAirを有効にするには、コントローラの GUIで [Wireless] > [Radios] >
[802.11a] > [Configure]の順に選択します。
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• AP1552がブリッジモードの場合、CleanAir Advisorが動作可能になります。CleanAir Advisor
はCleanAirレポートを生成し、干渉を識別します。イベント駆動型RRMは無効になります。
したがって、無線での送信電力レベルまたはチャネルは変更されません。

モデルは、外部アンテナを使用するモデルとアンテナが内蔵されたモデルに大別できます。1552C
モデルは、統合型のDOCSIS/EuroDOCSIS 3.0ケーブルモデムで構成されます。DOCSIS 3.0ケーブ
ルモデムは、8 DSおよび 4 US（8x4）、304x108 Mbpsを提供します。EuroDOCSIS 3.0ケーブル
モデムは 4 USおよび 4 DS（4x4）、152x108 Mbpsを提供します。DOCSIS 2.0ケーブルモデムは
最大 40 Mbpsのスループットのみを提供できましたが、DOCSIS 3.0ケーブルモデムは 290 Mbps
の DSスループットおよび 100 Mbpsの USスループットを提供できます。

1552アクセスポイントには次のモデルがあります。

• 1552E, （13ページ）

• 1552C, （14ページ）

• 1552I, （15ページ）

• 1552H, （15ページ）

• 1552CU, （16ページ）

• 1552EU, （16ページ）

Cisco 1550シリーズアクセスポイントの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/
ps11451/index.htmlを参照してください。

1552E

Cisco Aironet 1552E屋外アクセスポイントは、標準モデルのデュアル無線システムで、IEEE
802.11a/n（5 GHz）および 802.11b/g/n（2.4 GHz）標準に準拠したデュアルバンド無線を備えてい
ます。1552Eには、デュアルバンドアンテナ用の外部アンテナ接続が 3つあります。イーサネッ
トおよびファイバ Small Form Factor Pluggable（SFP）バックホールオプションおよびバッテリ
バックアップオプションがあります。このモデルには、PoE出力ポートもあり、ビデオ監視カメ
ラに給電できます。柔軟性の高いモデルであるCiscoAironet 1552Eは、自治体やキャンパス展開、
ビデオ監視、採掘現場、データオフロード用に十分な機能を備えています。

1552Eモデルには次の特長があります。

•重量 17.3ポンド（7.9 kg）、外部アンテナを除く

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

• 3つの外部デュアルバンド全方向性アンテナ（2.4 GHzで 4 dBi、5 GHzで 7 dBi）

•垂直ビーム幅：2.4 GHzで 29°、5 GHzで 15°

•位置合わせされたコンソールポート

•高い Equivalent Isotropically Radiated Power（EIRP）

•イーサネットおよびファイバによる複数のアップリンク
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•オプションの Small Form Factor Pluggable（SFP）ファイバモジュール（APと一緒に注文可
能）。この APでは、SFPファイバまたは銅線モジュールを使用できます。

• IPデバイス（ビデオカメラなど）に接続するための 802.3af準拠の PoE出力オプション

• AC電源（100～ 480 VAC）

•パワーインジェクタを使用した PoE入力

•バッテリバックアップオプション（6 AH）

1552Eモデルにはケーブルモデムはありません。1552Eバッテリは 1552Hに
使用できません。

（注）

• AP1552Eは、アドオンとして Ethernet Passive Optical Network（EPON） SFPと一緒に注文で
きます。EPON SFPはギガビットのデータレートを提供します。

EPON SFP機能は、別途注文して取り付ける必要があります。（注）

• AP1552は、アドオンとして GPSモジュールと一緒に注文できます。GPSモジュールは 5分
ごとにGPS座標を提供し、Cisco Prime Infrastructureのストリートマップ上の位置を自動更新
します。

GPSモジュールを備えたAP1552Eは、ACまたはDC電源を使用して給電する
必要があります。APを PoEまたはバッテリバックアップによって給電する
と、GPSモジュールが無効になります。

（注）

1552C

サービスプロバイダーがすでにブロードバンドケーブルネットワークを構築している場合は、

Cisco Aironet 1552Cアクセスポイントを導入すると、内蔵ケーブルモデムインターフェイスに接
続することで、シスコの次世代屋外ワイヤレスメッシュによってネットワーク接続をシームレス

に拡張できます。Cisco Aironet 1552C屋外メッシュアクセスポイントは、電源およびバックホー
ル用のDOCSIS 3.0/EuroDOCSIS 3.0 (8x4HFC)ケーブルモデムを装備したデュアル無線システムで
す。IEEE 802.11a/n（5 GHz）および 802.11b/g/n（2.4 GHz）標準に準拠したデュアルバンド無線を
備えています。1552Cは、3素子、デュアルバンドアンテナを内蔵しており、サービスプロバイ
ダーの高さ制限である 30 cm以内に容易に収まります。このモデルは、3Gデータオフロードおよ
びパブリックWi-Fiに最適です。

1552Cモデルには次の特長があります。

•軽量（14ポンド（6.4 kg））、ロープロファイルの AP

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

• DOCSIS/EuroDOCSIS 3.0ケーブルモデム
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•位置合わせされたコンソールポート

•ケーブルモデムのバックホールをサポート

• 3素子アレイアンテナを内蔵（2.4 GHzで 2 dBi、5 GHzで 4 dBi）

•入力モジュール、Power-over-Cable電源（40～ 90 VAC）

•便利な穴が 2つある型押しカバー。この穴は、スティンガコネクタ（RF/電源入力）用ロッ
クナットを締め、ヒューズパッドを調整して信号を減衰させるのに使用

1552Cモデルには、バッテリバックアップ、ファイバ SFPサポート、PoE出
力、パワーインジェクタまたはイーサネットポートを使用したPoE入力、AC
電源オプションはありません。

（注）

• AP1552は、アドオンとして GPSモジュールと一緒に注文できます。GPSモジュールは 5分
ごとにGPS座標を提供し、Cisco Prime Infrastructureのストリートマップ上の位置を自動更新
します。

1552I

CiscoAironet 1552I屋外アクセスポイントは、ロープロファイルの軽量モデルです。小型でスッキ
リした外観は周辺環境に溶け込みます。また、小容量電源によりエネルギー効率に優れています。

1552Iには PoE出力やファイバ SFPポートはありません。

1552Iモデルには次の特長があります。

•軽量（14ポンド（6.4 kg））、ロープロファイルバージョン

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

•位置合わせされたコンソールポート

• AC電源（100～ 277 VAC）

•穴のない型押しカバー

•街路灯の TAPをサポート

1552Iモデルには、バッテリバックアップ、ファイバ SFPサポート、ケーブ
ルモデム、PoE出力はありません。

（注）

1552H

このアクセスポイントは、石油やガスの精製所、化学プラント、採掘現場、製造工場などの危険

な環境向けに設計されています。CiscoAironet 1552H屋外アクセスポイントは、Class 1、Div2/Zone
2の厳しい環境向けの認定を受けています。機能は 1552Eモデルと同様ですが、バッテリバック
アップはありません。
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1552Hモデルには次の特長があります。

•重量 14ポンド（6.4 kg）

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

•厳しい環境（Haz Loc）に適したバージョン

•パワーインジェクタを使用した Power-over-Ethernet（PoE）入力

•位置合わせされたコンソールポート

•デュアルバンド外部全方向性アンテナ 3本

•端子ブロック付き AC入力モジュール

• AC電源（100～ 240 VAC、ATEX認証要件に準拠）

•ファイバ SFPバックホールオプション

• IPデバイス（ビデオカメラなど）に接続するための 802.3af準拠の PoE出力オプション

•バッテリバックアップオプション（厳しい環境に適した特殊バッテリ）

CiscoAironet 1552メッシュアクセスポイントのハードウェアおよび設置手順の詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps11451/prod_installation_guides_list.htmlを参照してください。

1552CU

1552CUモデルには次の特長があります。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

•位置合わせされたコンソールポート

• AC電源（40～ 90 VAC）

•穴のない型押しカバー

•外部高ゲインアンテナ（2.4 GHzで 13 dBi、5 GHzで 14 dBi）

•ケーブルモデム

• AP1552は、アドオンとして GPSモジュールと一緒に注文できます。GPSモジュールは 5分
ごとにGPS座標を提供し、Cisco Prime Infrastructureのストリートマップ上の位置を自動更新
します。

1552EU

1552EUモデルには次の特長があります。

• 2つの無線（2.4 GHzおよび 5 GHz）

•位置合わせされたコンソールポート

• AC電源（90～ 480 VAC）

• PoE 802.3af
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•外部高ゲインアンテナ（2.4 GHzで 13 dBi、5 GHzで 14 dBi）

•バッテリ

• AP1552EUは、アドオンとして Ethernet Passive Optical Network（EPON）SFPと一緒に注文で
きます。EPON SFPはギガビットのデータレートを提供します。

EPON SFP機能は、別途注文して取り付ける必要があります。（注）

• AP1552は、アドオンとして GPSモジュールと一緒に注文できます。GPSモジュールは 5分
ごとにGPS座標を提供し、Cisco Prime Infrastructureのストリートマップ上の位置を自動更新
します。

GPSモジュールを備えたAP1552EUは、ACまたはDC電源を使用して給電す
る必要があります。APをPoEまたはバッテリバックアップによって給電する
と、GPSモジュールが無効になります。

（注）

イーサネットポート

AP1500は 4つのギガビットイーサネットインターフェイスをサポートします。

•ポート 0（g0）：Power over Ethernet（PoE）入力ポート PoE（入力）

•ポート 1（g1）：PoE出力ポート PoE（出力）

•ポート 2（g2）：ケーブル接続

•ポート 3（g3）：ファイバ接続

コントローラ CLIと Cisco Prime Infrastructureでは、これら 4つのインターフェイスのステータス
を照会できます。

コントローラ CLIでは、show mesh env summaryコマンドを使用してポートのステータスを表示
します。

• 4つのポートの Upまたは Down（Dn）のステータスは、次の形式で報告されます。

◦ port0(PoE-in):port1(PoE-out):port2(cable):port3(fiber)

•たとえば、次の表示の rap1522.a380では、ポートステータスがUpDnDnDnになっています。
これは次を意味します。

◦ポート 0の PoE入力（g0）は Up、ポート 1の PoE出力（g1）は Down（Dn）、ケーブ
ルポート 2（g2）は Down（Dn）、ファイバポート 3（g3）は Down（Dn）。

(controller)> show mesh env summary
AP Name Temperature(C/F) Heater Ethernet Battery
-------- --------------- -------- ------- -------
rap1242.c9ef N/A N/A UP N/A
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rap1522.a380 29/84 OFF UpDnDnDn N/A
rap1522.4da8 31/87 OFF UpDnDnDn N/A

複数の電源オプション

1550 シリーズ用

次の電源オプションがあります。

• Power-over-Ethernet（PoE）入力

◦パワーインジェクタを使用した 56 VDC（1552E、1552H）

◦ PoE入力は 802.3afではなく、PoE 802.3af対応イーサネットスイッチでは動作しません

• AC電源

◦ 100～ 480 VAC（47～ 63 Hz）：ACまたは街路灯電源の接続（1552E）

◦ 100～ 240 VAC：ACまたは街路灯電源の接続（1552H）

•外部電源

◦ 12 VDC：DC電源ケーブルの接続（全モデル）

•内部バッテリバックアップ（1552E、1552H）

• Power-over-Cable（PoC）

◦ 40～ 90 VAC：ケーブル PoCの接続（1552C）

•ビデオカメラなどの IPデバイスに接続するための 802.3af準拠のPoE出力（1552E、1552H）

◦パワーインジェクタ（PoE-In）を電源として使用する場合は、（PoE出力）は使用でき
ません

•ビデオカメラなどの IPデバイスに接続するための 802.3af準拠のPoE出力（1552E、1552H）

このポートは Auto-MDIXも実行します。これにより、クロスケーブルまたはストレート
ケーブルを接続できます。

1550シリーズアクセスポイントは複数の電源に接続できます。アクセスポイントは、使用可能
な電源を検出し、次のデフォルトプライオリティを使用して優先電源に切り替えます。

• AC電力または PoC電力

•外部 12 VDC電力

•パワーインジェクタ PoE電力

•内部バッテリ電力
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表 1：1552モデルの電源オプション, （19ページ）に、1552アクセスポイントモデルで使用可
能な電源オプションを示します。

表 1：1552 モデルの電源オプション

1552I1552C1552H1552E電源オプション

100 ～ 277 VAC
50 W

N/A100 ～ 240 VAC
80 W

100 ～ 480 VAC
80 W

AC

N/A40～ 90 V（準方
形波）

45 W

N/AN/APower-over-Cable

N/AN/A56 V +/- 10 %56 V +/- 10 %PoE（パワーイン
ジェクタ使用）

11.4～ 15V11.4～ 12.6V11.4～ 15V11.4～ 15VDC（公称 12
VDC）

N/AN/A35W時80W時バッテリバック

アップ

バッテリバックアップモジュール（任意）

次のバッテリバックアップ 6アンペア時間モジュールが用意されています。

• AIR-CAP-1552E-x-K9モデル専用 AIR-1550-BATT-6AH

外部電源が使用できないとき、内部バッテリを一時的にバックアップ電源として使用できます。

AP1550のバッテリランタイムは、次のとおりです。

• 77oF（25oC）で PoE出力ポートをオフにしたデュアル無線で 2時間の運転が可能

• 77oF（25oC）で PoE出力ポートをオンにしたデュアル無線で 1.5時間の運転が可能

アクセスポイントケーブルの設定では、バッテリパックはサポートされていません。

取り付けブラケット、パワーインジェクタ、電源タップアダプタなどの AP1520用オプショ
ンハードウェアコンポーネントのリストについては、http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/
wireless/ps5679/ps8368/product_data_sheet0900aecd8066a157.htmlを参照してください。

（注）

シスコワイヤレスメッシュアクセスポイント設計および展開ガイドリリース 8.0    
19

メッシュネットワークコンポーネント

Cisco 屋外メッシュアクセスポイント

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps8368/product_data_sheet0900aecd8066a157.html
http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps8368/product_data_sheet0900aecd8066a157.html


1550 のリセットボタン
1500シリーズのアクセスポイントの底面にはリセットボタンがあります。リセットボタンは、
小さな穴の奥にあり、ネジとゴム製のガスケットで密閉されています。リセットボタンを使用す

ると、次の機能を実行できます。

•アクセスポイントのリセット：リセットボタンを押している時間が 10秒未満の場合、リ
セット中は LEDが消灯し、リセットが終了すると再び点灯します。

•バッテリバックアップ電源の無効化：リセットボタンを押している時間が 10秒を超える場
合、LEDが消灯し、点灯した後、消灯したままになります。

◦次のコマンドを入力すると、リモートでバッテリをディセーブルにできます。

config mesh battery-statedisableAP_name

• LEDのスイッチオフ：リセットボタンを押している時間が 10秒を超える場合、LEDが消灯
し、点灯した後、消灯したままになります。

図 2：リセットボタンの位置：モデル AIR-CAP1552E-x-K9、AIR-CAP1552H-x-K9

リセットボタン1

図 3：リセットボタンの位置：モデル AIR-CAP1552C-x-K9、AIR-CAP1552I-x-K9

リセットボタン1
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図 4：1520 シリーズのリセットボタンの位置

リセットボタンの位置1

1550 アクセスポイントのリセット
アクセスポイントをリセットする手順は、次のとおりです。

ステップ 1 プラスドライバを使用してリセットボタンのネジを取り外します。ネジをなくさないようにしてくださ

い。

ステップ 2 まっすぐに伸ばしたペーパークリップを使用して、リセットボタンを 10秒未満の間、押します。この手
順により、アクセスポイントがリブート（電源が再投入）され、すべての LEDが約 5秒間消灯した後、
再度点灯します。

ステップ 3 リセットボタンに再度ネジをねじ込み、プラスドライバを使用して 2.49～ 2.71Nm（22～ 24インチポン
ド）で締めます。

1550 LED ステータスのモニタリング
AP1550の 4つのステータス LEDは、設置プロセス中に、接続や無線のステータス、アクセスポ
イントのステータス、ソフトウェアのステータスを確認するのに便利です。ただし、アクセスポ

イントが一度稼働し始めてそれ以上の診断が必要ない場合には、環境に配慮してLEDを消灯する
ことを推奨します。

アクセスポイントが正常に動作しない場合は、装置の底面にある LEDを確認します。この LED
を使用して、装置のステータスを簡単に評価できます。
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LEDは、config ap led-state {enable | disable} {cisco_ap_name | all}コマンドを使用して有効ま
たは無効にします。

（注）

AP1550には、4つの LEDステータスインジケータがあります。

この図は、AP1550 LEDの位置を示しています。

図 5：アクセスポイントの装置底面にある LED

次の表は、各 LEDとそれぞれのステータスを表します。

RF-1LED：スロット0（2.4GHz）とスロッ
ト 2（1524SBは 5.8 GHz、1524PSは 4.9
GHz）の無線のステータス。

3ステータスLED：アクセスポイントとソフ
トウェアのステータス

1

RF-2LED：スロット1（5.8GHz）とスロッ
ト 3の無線のステータス。1

4アップリンクLED：イーサネット、ケーブ
ル、または光ファイバのステータス

2

1
スロット 3は無効

RF-1 LEDと RF-2 LEDは 2つの無線を同時にモニタできますが、対象となる無線を特定する
ことはできません。たとえば、RF-1 LEDが赤色に点灯した場合、スロット 0とスロット 2の
いずれかの無線、または両方の無線でファームウェア障害が発生していることになります。障

害の原因となっている無線を特定するには、アクセスポイント CLIやコントローラ GUIを使
用して障害を調査し、問題を切り分ける必要があります。

（注）

表 2：アクセスポイントの LED表示内容 , （23ページ）にアクセスポイントの LEDの表示内
容を示します。
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表 2：アクセスポイントの LED 表示内容

意味色
23LED

アクセスポイントの電源が入っていません。消灯ステータス

アクセスポイントが動作中です。緑

Cisco IOSイメージファイルのダウンロードまた
はアップグレードが進行中です。

緑色に点滅

メッシュのネイバーアクセスポイントの検出が進

行中です。

オレンジ

メッシュの認証が進行中です。オレンジに点滅

CAPWAPの検出が進行中です。赤色、緑色、黄色で点滅

ファームウェアの障害です。サポート組織に問い

合わせて助言を仰いでください。

赤

物理的なコネクタが存在しません。アップリンク

ポートが動作していません。

消灯アップリンク

アップリンクネットワークが動作中です（ケーブ

ル、光ファイバ、またはイーサネット）。

緑

無線がオフになっています。消灯RF-1

スロット 0

2.4 GHz無線
無線が動作中です。緑

ファームウェアの障害です。サポート組織に問い

合わせて助言を仰いでください。

赤

無線がオフになっています。消灯RF-1

スロット 2

802.11a無線
無線が動作中です。緑

ファームウェアの障害です。サポート組織に問い

合わせて助言を仰いでください。

赤

無線がオフになっています。消灯RF-2

スロット 1

802.11a無線
無線が動作中です。緑

ファームウェアの障害です。サポート組織に問い

合わせて助言を仰いでください。

赤
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意味色
23LED

—このリリースではディセー

ブル

RF-2

スロット 3

2
すべての LEDがオフの場合は、アクセスポイントは電源オフです。

3
アクセスポイントの電源が最初にオンにされると、すべての LEDがオレンジになります。

周波数帯域

2.4 GHzおよび 5 GHzの両方の周波数帯域が屋内および屋外アクセスポイントでサポートされま
す。

図 6：AP1500 の 802.11a 無線でサポートする周波数帯域

米国では、5 GHz帯域は、5.150～ 5.250（UNII-1）、5.250～ 5.350（UNII-2）、5.470～ 5.725
（UNII-2拡張）、および5.725～5.850（ISM）の3つの帯域で構成されています。UNII-1とUNII-2
の帯域は隣接しており、802.11aでは 2.4 GHzの 2倍以上の大きさの 200MHz幅のスペクトルの連
続 Swathとして処理されます（表 3：周波数帯域 , （25ページ）を参照）。

インドの国ドメインである –Dのドメインは次をサポートします。

• 20 MHzチャネル：169（5.845 GHz）および 173（5.865 GHz）

• 40 MHzチャネル：チャネルペア 169/173（5.855 GHz）

周波数はアクセスポイントが設定されている規制ドメインにより異なります。詳細について

は、http://www.cisco.com/en/US/docs/wireless/access_point/channels/lwapp/reference/guide/lw_chp2.html
のドキュメント『Channels and Power Levels』を参照してください。

（注）
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表 3：周波数帯域

サポートモデル説明周波数帯域用語

すべての 11n/ac屋内AP
と 1572。

5.15～ 5.25 GHz周波数帯域で稼働する
UNIIデバイスに関する規制。-B regのド
メインを使用した屋内動作および屋外

AP。

UNII-14

すべての 11n/ac屋内
AP、1532、1552、およ
び 1572。

5.25～ 5.35GHz周波数帯で稼働するUNII
デバイスに関する規制。この帯域では、

DFSと TPCが必須です。

UNII-2

すべての 11n/ac屋内
AP、1532、1552、およ
び 1572。

5.470～ 5.725GHzの周波数帯域で動作す
る UNII-2デバイスの規則。

UNII-2拡張帯域

すべての 11n/ac屋内
AP、1532、1552、およ
び 1572。

5.725～ 5.850GHzの周波数帯域で動作す
る UNIIデバイスの規則。

ISM5

4 UNIIは、Unlicensed National Information Infrastructureを意味しています。
5 ISMは産業、科学、および医療を意味しています。

規制に関する情報については、http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps5861/
product_data_sheet0900aecd80537b6a.htmlを参照してください。

（注）

動的周波数選択（DFS）
以前は、レーダーを搭載するデバイスは、他の競合サービスがなく周波数サブバンドで動作して

いました。しかし、規制当局の管理により、これらの帯域をワイヤレスメッシュ LAN（IEEE
802.11）などの新しいサービスに開放して共有できるようにしようとしています。

既存のレーダーサービスを保護するため、規制当局は、新規に開放された周波数サブバンドを共

有する必要のあるデバイスに対して、動的周波数選択（DFS）プロトコルに従って動作すること
を求めています。DFSでは、無線デバイスがレーダー信号の存在を検出できる機能の採用を義務
付けています。無線がレーダー信号を検出すると、そのサービスを保護するために、少なくとも

30分間送信を停止する必要があります。無線は、それをモニタした後にのみ送信されるように、
別のチャネルを選択します。使用する予定のチャネルで少なくとも 1分間レーダーが検出されな
かった場合には、新しい無線サービスデバイスはそのチャネルで伝送を開始できます。

APは 60秒間新しい DFSチャネルで DFSスキャンを実行します。ただし、隣接する APがその新
しい DFSチャネルをすでに使用している場合、APは DFSスキャンを実行しません。
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無線がレーダー信号を検出して識別するプロセスは複雑なタスクであり、ときどきは誤った検出

が起こります。誤った検出の原因には、RF環境の不確実性や、実際のオンチャネルレーダーを
確実に検出するためのアクセスポイントの機能など、非常に多くの要因が考えられます。

802.11h規格では、DFSおよび Transmit Power Control（TPC）について、5 GHz帯域に関連するも
のと指定しています。DFSを使用してレーダーの干渉を回避し、TPCを使用して Satellite Feeder
Linkの干渉を回避します。

DFSは、米国では 5250～ 5350および 5470～ 5725周波数帯域に義務付けられています。ヨー
ロッパでは、DFSと TPCが上記帯域に義務付けられています。

（注）

図 7：DFS および TPC 帯域の要件

アンテナ

概要

アンテナは、すべてのワイヤレスネットワークの設置に重要なコンポーネントです。アンテナに

は次の 2つの大きな種類があります。

•指向性

•全方向性

アンテナの種類それぞれには特定の用途があり、特定の設置タイプのときに最大に効果を発揮し

ます。アンテナは、アンテナの設計に基づいて決定する、ローブのある大規模なカバレッジエリ

アに RF信号を配信するため、カバレッジが成功するかどうかは、アンテナの選択に重度に依存
します。

アンテナによって、メッシュアクセスポイントに、ゲイン、指向性、偏波の 3つの基本的な特性
が与えられます。
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•ゲイン：電力の増加の度合いを表します。ゲインは、アンテナが RF信号に追加するエネル
ギーの増加量です。

•指向性：伝送パターンの形状を表します。アンテナのゲインが増加すると、カバレッジエリ
アは減少します。カバレッジエリアや放射パターンは、度数で測ります。これらの角度は、

度数で測定され、ビーム幅と呼ばれます。

ビーム幅は、空間の特定の方向に向けて無線信号エネルギーを集中させるア

ンテナの能力の大きさとして定義されます。ビーム幅は通常、HB?（水平ビー
ム幅）の度数で表現されます。通常、最も重要なビーム幅はVB（垂直ビーム
幅）（上下）放射パターンで表現されます。アンテナのプロットまたはパター

ンを見るとき、角度は通常、メインローブの最大効果放射電力を基準とした

場合の、メインローブの半電波強度（3 dB）ポイントで測定されます。

（注）

8 dBiアンテナは 360度の水平ビーム幅で伝送するため、電波は全方位に電力
を分散します。それにより、8 dBiアンテナからの電波は、ビーム幅がこれよ
り狭い（360度より小さい）14dBiパッチアンテナ（またはサードパーティの
ディッシュアンテナ）から送信された電波ほど遠くまではほとんど届きませ

ん。

（注）

•偏波：空間を通る電磁波の電界の方向。アンテナは、水平方向または垂直方向のいずれかに
偏向される可能性がありますが、他の種類の偏波が可能です。1つのリンク内にあるアンテ
ナは、それ以上無用な信号損失を避けるため、両方が同じ偏波を持つ必要があります。性能

を向上させるため、アンテナを時々回転させると、偏波を変更し干渉を減少できます。RF波
を送信してコンクリートの谷間を下らせるときには垂直方向の偏波が、広範囲に伝搬させる

ときには水平方向の偏波の方が適しています。偏波は、RFエネルギーを隣接ストラクチャの
レベルにまで減らすのが重要であるときに、RF Bleed-overを最適化するのにも利用できま
す。ほとんどの全方向性アンテナは、デフォルトとして垂直偏波を設定して出荷されていま

す。

アンテナオプション

メッシュアクセスポイントをさまざまな地域に配置する際には、柔軟性を提供するため、多岐に

わたるアンテナが利用できます。5GHzはバックホールごして使用され、2.4GHzはクライアント
アクセスに使用されます。

表 4：外部 2.4 GHzおよび 5 GHzアンテナ, （27ページ）は、AP1500用にサポートされる、外
部の 2.4 GHzおよび 5 GHzのアンテナのリストです。

表 4：外部 2.4 GHz および 5 GHz アンテナ

ゲイン（dBi）モデル部品番号

52.4 GHz小型全方向性6AIR-ANT2450V-N
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ゲイン（dBi）モデル部品番号

5.52.4 GHz小型全方向性AIR-ANT-2455V-N

8.02.4 GHz全方向性AIR-ANT2480V-N

8.05 GHz小型全方向性7AIR-ANT5180V-N

4.05 GHz 90度、全方向性AIR-ANT5140V-N

14.05 GHz patch2AIR-ANT5114P-N

2.4 GHzで 4 dBi、5 GHzで
7 dBi

2.4～ 5 GHzデュアルバンド、全方
向性

AIR-ANT2547V-N

6
小型全方向性アンテナは、アクセスポイントに直接取り付けます。

7
小型全方向性アンテナは、アクセスポイントに直接取り付けます。

シスコのアンテナおよびアクセサリについては、次の URLにある『Cisco Aironet Antenna and
Accessories ReferenceGuide』を参照してください。 http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/
ps7183/ps469/product_data_sheet09186a008008883b.html

配置および設計、制限事項および機能、さらにアンテナの基礎理論や取り付け手順、規制に関す

る情報、技術仕様についても記載されています。

表 5：シスコ製アンテナの水平ビーム幅および垂直ビーム幅, （28ページ）は、シスコ製アンテ
ナの水平ビーム幅および垂直ビーム幅の要約です。

表 5：シスコ製アンテナの水平ビーム幅および垂直ビーム幅

垂直ビーム幅（度数）水平ビーム幅（度数）アンテナ

16360AIR-ANT5180V-N

2925AIR-ANT5114P-N

30360AIR-ANT2547V-N

N コネクタ

すべての外部アンテナには、オス型 Nコネクタが装備されています。

AP1552 E/Hにはデュアルバンドアンテナを接続するための Nコネクタが 3つあります。

AP1552 C/Iにはアンテナが内蔵されているため、Nコネクタはありません。

各無線には、1つ以上の TX/RXポートがあります。各無線には、利用できる TX/RXポートの 1
つ以上にアンテナを接続する必要があります。

5.8 GHzおよび 2.4 GHzのアンテナの位置は固定で、ラベル付けされています。
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1552 のアンテナ構成
1552アクセスポイントは、2.4 GHzおよび 5 GHz周波数で動作する無線を使用した屋外使用向け
に設計された次の 2種類のアンテナをサポートします。

• 3本のデュアルバンドダイポールアンテナの統合アレイである、Cisco Aironetロープロファ
イルデュアルバンド 2.4/5 GHzダイポールアンテナアレイ（CPN 07-1123-01）

•「スティック」アンテナと呼ばれる、Cisco Aironetデュアルバンド全方向性アンテナ
（AIR-ANT2547V-N）

設置構成には、ケーブルより線取り付けと柱取り付けの 2種類があります。

1552モデル Cおよび Iアクセスポイントには、ゲインが 2.4 GHzで 2 dBi、5 GHzで 4 dBiの新し
い統合デュアルバンドアンテナ 3本が搭載されています。アンテナは、ケーブルより線取り付け
および低コスト、ロープロファイルアプリケーションで動作します。

図 8：1552C ケーブル取り付け

図 9：1552I 柱/壁面取り付け

1552 Eおよび Hアクセスポイントは、底面に外部アンテナ用 N型無線周波数（RF）コネクタ 3
つ（アンテナポート 4、5、6）を備え、Multiple Input Multiple Output（MIMO）操作をサポートし
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ます（以下の図を参照）。オプションの Cisco Aironet AIR-ANT2547V-Nデュアルバンド全方向性
アンテナを使用する場合、2.4および 5 GHzアンテナは直接アクセスポイントに接続します。こ
れらのアンテナには 2.4 GHzで 4 dBiのゲイン、5 GHzで 7 dBiのゲインがあります。

図 10：1552 E 柱/壁面取り付け

この図は、屋外 AP1500の推奨取り付け例です。

図 11：メッシュアクセスポイントの屋外ポールトップの取り付け

6 AWGのアース線3屋外照明コントロール1

街路灯の電源タップアダプタ2

AP1500シリーズは、過去数年間にわたる屋外アクセスポイント導入における経験に基づいて設
計されています。これには耐雷に関する考慮事項も含まれています。AP1500シリーズは、イーサ
ネットポートと電源ポートに避雷回路が採用されています。入力イーサネットポートで、電源入

力モジュール（PEM）にガス放電管（GDT）を使用して雷の影響を緩和します。AC電源では、
高電流状態を緩和するヒューズと共に GDTも使用します。DC電源では、ヒューズを使用して高
電流状態を緩和します。

一般的ではありませんが、避雷効果を高めるためにアンテナポートに避雷手段を追加することも

できます。
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クライアントアクセス認定アンテナ（サードパーティ製アンテナ）

AP1500は、サードパーティ製のアンテナと一緒に使用できます。ただし、次のことに注意してく
ださい。

•シスコは、未認定のアンテナやケーブルの品質、性能、信頼性についての情報を追跡したり
保持したりしません。

• RF接続性および準拠性については、お客様の責任で使用してください。

•準拠性を保証するのは、シスコ製のアンテナもしくは、シスコ製のアンテナと同一の設計お
よびゲインのアンテナの場合だけです。

•シスコ社以外のアンテナおよびケーブルについて、Cisco Technical Assistance Center（TAC）
にトレーニングやカスタマー履歴の情報はありません。

最大比合成

この機能を理解するために、1つのトランスミッタを装備した 802.11a/gクライアントが、複数の
トランシーバを装備した 802.11nアクセスポイントにアップリンクパケットを送信する場合につ
いて考えてみます。アクセスポイントは 3本の受信アンテナそれぞれで信号を受信します。

受信した各信号の位相と振幅は、アンテナとクライアントの間隔の特性によって異なります。ア

クセスポイントは、最適な信号を形成するために位相と振幅を調整することで、受信した 3つの
信号を処理して 1つの強化された信号にします。使用されるアルゴリズムは最大比合成（MRC）
と呼ばれ、通常すべての 802.11nアクセスポイントで使用されます。MRCはアップリンク方向に
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だけ有用で、アクセスポイントがクライアントをより適切に「ヒアリング」できるようにしま

す。

図 12：MRC アルゴリズムによる受信信号の強化

1550 シリーズ用

1552シリーズメッシュアクセスポイントのMRCゲインは 1520シリーズメッシュアクセスポ
イントとは異なります。1520シリーズアクセスポイントには802.11n機能がありません。2.4GHz
帯域では、このアクセスポイントには 1つのトランスミッタと最大 3つのレシーバだけがありま
す。そのため、2.4 GHzでは SIMO（Single in Multiple out）です。5 GHz帯域では、このアクセス
ポイントには 1つのトランスミッタと 1つのレシーバだけがあります。そのため、5 GHz帯域で
は SISO（Single in Single out）です。MRCゲインは、1552アクセスポイントの 2.4 GHz無線での
み重要です。MRCは 5 GHz無線では使用できません。2.4 GHz無線には、AP構成に応じて 1本
の Txアンテナと最大 3本のアンテナがあります。

1522アクセスポイントでは、2.4 GHz Rxアンテナ 1本、2本、または 3本を使用できるオプショ
ンがあります。このオプションを使用すると、24 Mbps以上のデータレートに対するMRCゲイ
ンは 2本の Rxアンテナで約 3 dB、3本の Rxアンテナで 4.5 dBになります。

1552アクセスポイントでは、2.4 GHzおよび 5 GHzの両方の無線は 2x3 MIMOです。そのため、
このアクセスポイントには 2つのトランスミッタと 3つのレシーバがあります。アンテナがデュ
アルバンドで、Rxアンテナを 2本以下にするオプションがないことから、MRCが常に RX感度
に追加されます。これはMRCがベースバンドチップセットに埋め込まれているためです。

シスコのカスタマーデータシートの一般的な Rx感度の数値は、1520および 1550シリーズアク
セスポイントで 3本の Rxアンテナを前提としています。
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AP1520シリーズの無線に使用されるチップセットには、ゲインがなくなる低いデータレートで
のパケット開始で問題がありました。そのため、1520シリーズアクセスポイントでは、12 Mbps
以上のデータレートからのMRCゲインが有用でした。この問題は、1552アクセスポイントに使
用されている現在のチップセットで修正されています。1552アクセスポイントでは、低いデータ
レートに対してもMRCゲインが改善されています。2x3 MIMO無線では、1x1 SISO実装より感
度が 4.7 dB改善されています。

表 6：AP1552 11a/gのMRCゲイン, （33ページ）および表 7：AP1552 11nのMRCゲイン, （
33ページ）に、AP1552 11a/gおよび AP1552 11nの各MRCゲインを示します。

表 6：AP1552 11a/g の MRC ゲイン

3 RX からの MRC ゲイン（dB）変調11a/g MCS（Mbps）

4.7BPSK 1/26

4.7BPSK 3/49

4.7QPSK 1/212

4.7QPSK 3/418

4.716QAM 1/224

4.716QAM 3/436

4.764QAM 2/348

4.764QAM 3/454

表 7：AP1552 11n の MRC ゲイン

3 RX からの MRC ゲイン
（dB）

変調11n MCS空間ストリーム数

4.7BPSK 1/2MCS 01

4.7QPSK 1/2MCS 11

4.7QPSK 3/4MCS 21

4.716QAM 1/2MCS 31

4.716QAM 3/4MCS 41

4.764QAM 2/3MCS 51

4.764QAM 3/4MCS 61
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3 RX からの MRC ゲイン
（dB）

変調11n MCS空間ストリーム数

4.764QAM 5/6MCS 71

1.7BPSK 1/2MCS 82

1.7QPSK 1/2MCS 92

1.7QPSK 3/4MCS 102

1.716QAM 1/2MCS 112

1.716QAM 3/4MCS 122

1.764QAM 2/3MCS 132

1.764QAM 3/4MCS 142

1.764QAM 5/6MCS 152

2つの空間ストリームの場合、MRCゲインは半分になります。つまり、MRCゲインは 3 dB少
なくなります。これは、システムに 10ログ（3/1 SS）ではなく 10ログ（3/2 SS）があるため
です。3つの受信器で 3 SSがある場合は、MRCゲインがゼロになります。

（注）

Cisco 1500 危険場所認証
標準の AP1500ラックは、ほこりや湿気、水分が入らないよう保護するための NEMA 4Xおよび
IP67規格をサポートする、高耐久高強度のラックです。

危険認定（Class 1、Div 2、Zone 2）

石油精油所、油田、掘削基地、化学処理施設、露天堀りなどの危険性のある環境で作動させるに

は、特別な認証が必要です。この認証は Class 1、Div 2、または Zone 2と表示されます。

米国およびカナダでは、この認証は CSA Class 1、Division 2です。欧州（EU）では、ATEXま
たは IEC Class 1、Zone 2です。

（注）

シスコには、米国および EU向けの危険認定 SKUがあります（AIR-LAP1552H-x-K9）。認証要件
に従い、このSKUは修正されます。電気配線が偶発的損傷によってスパークや爆発を起こすのを
防ぐために、危険場所認証にはすべての送電線がコンジットパイプを使用して設置されている必

要があります。危険場所用のアクセスポイントには、側面から入力するコンジットインターフェ

イスカプラからディスクリートワイヤを受け取る内部電気取り付けコネクトが搭載されていま
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す。電気配線が取り付けられると、電気コネクタが電気配線に直接触れないよう、その上にカバー

が取り付けられます。本体の外側には、危険場所認証ラベル（CSA、ATEX、または IEC）があ
り、認証のタイプとその機器の動作が認可された環境がわかるようになっています。

CSAの電源入力モジュール（米国およびカナダ）は、電源入力モジュール、グループA、B、
C、および D、T5v（120 �）温度コードです。 ATEXの電源入力モジュール（EU）は、電源
入力モジュールグループ IIC、IIB、IIA、T5（120 �）温度コードです。

（注）

危険認定（Div 1 > Div 2 および Zone 1 > Zone 2）

Class 1、Division 1/Zone 1は、常時引火濃度の可燃性ガス、蒸気、液体が存在する環境を想定して
います。Div 1>Div 2およびZone 1>Zone 2の場所の要件を満たすものとして、TerraWaveSolutions
CSA認定の保護Wi-Fiラックを推奨します（表 8：TerraWaveラック, （35ページ）を参照）。

表 8：TerraWave ラック

説明格納ラックの製品番号アクセスポイント

Cisco 1242アクセスポイントが格納された
18 x12 x8保護Wi-Fiラック

例：1240シリーズ用
TerraWave XEP1242

屋内メッシュアクセスポ

イント

Cisco 1522アクセスポイントが格納された
18 x12 x 8保護Wi-Fiラック

例：TerraWave製品番
号：XEP1522

屋外メッシュアクセスポ

イント（1552）

TerraWaveラックの詳細については、http://www.tessco.com/yts/partner/manufacturer_list/vendors/
terrawave/pdf/terrawavehazardouesenclosuresjan08.pdfを参照してください。

表 9：ハードウェア機能一覧, （35ページ）に、AP1500の各種モデルのハードウェア機能一覧
を示します。

表 9：ハードウェア機能一覧

152X（1522、1524SB、
1524PS）

1552I1552C1552H1552E機能

2（1522）、3（1524）2222無線数

Yes——YesYes外部アンテナ

—YesYes——内部アンテナ

—YesYesYesYesCleanAir 2.4 GHz
無線
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152X（1522、1524SB、
1524PS）

1552I1552C1552H1552E機能

—————CleanAir 5 GHz無
線

—YesYesYesYesビーム形成

（ClientLink）

Yes——YesYesファイバ SFP

Yes——YesYes802.3af PoE出力
ポート

——Yes——DOCSIS 3.0ケーブ
ルモデム

Yes——Yes—HazLoc Class 1 Div
2/Zone 2

Yes——YesYesバッテリバック

アップオプション

AC、DC、40～ 90 VAC
Power-over-Cable

AC、DC40～ 90
VAC
Power-over-Cable

AC、DC、
パワーイン

ジェクタ

AC、DC、
パワーイン

ジェクタ

電力オプション

Yes

アクセスポイ

ントをオープ

ンにする必要

があります。

（注）

YesYesYesYesコンソールポート

外部アクセス

PoE入力は 802.3afではないため、PoE 802.3af対応イーサネットスイッチでは動作しません。
パワーインジェクタが必要です。

（注）

Cisco ワイヤレス LAN コントローラ
ワイヤレスメッシュソリューションは、Cisco 2500、5500、および8500シリーズワイヤレスLAN
コントローラでサポートされます。
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Cisco 2500、5500、および 8500シリーズワイヤレス LANコントローラの詳細については、http://
www.cisco.com/en/US/products/ps6302/Products_Sub_Category_Home.htmlを参照してください。

Cisco Prime Infrastructure
Cisco Prime Infrastructureは、ワイヤレスメッシュの計画、設定、管理に、グラフィカルプラット
フォームを提供します。Prime Infrastructureを使用すると、ネットワーク管理者は、ワイヤレス
メッシュネットワークの設計、コントロール、モニタを中央の場所から行えます。

Prime Infrastructureはネットワーク管理者に、RF予測、ポリシープロビジョニング、ネットワー
ク最適化、トラブルシューティング、ユーザトラッキング、セキュリティモニタリング、および

ワイヤレス LANシステム管理のソリューションを提供します。グラフィカルインターフェイス
を使用したワイヤレスLANの配置と操作は、簡単で費用有効です。詳細なトレンド分析および分
析レポートにより、Prime Infrastructureは現行のネットワーク操作に不可欠なものになります。

PrimeInfrastructureは、組み込みデータベースと共に、サーバプラットフォームで稼働します。こ
れにより、何百ものコントローラや何千もの Ciscoメッシュアクセスポイントを管理可能にする
スケーラビリティが提供されます。コントローラは、Prime Infrastructureと同じ LAN上、別の経
路選択済みサブネット上、または広域接続全体にわたって配置できます。

アーキテクチャ
アーキテクチャ

Control and Provisioning of Wireless Access Points
Control And Provisioning of Wireless Access Points（CAPWAP）は、ネットワークのアクセスポイン
ト（メッシュおよび非メッシュ）を管理するためにコントローラが使用するプロビジョニングと

制御プロトコルです。リリース 5.2で、Lightweight AP Protocol（LWAPP）が CAPWAPに置き換
えられました。

CAPWAPを使用すると、資本的支出（CapEx）と運用維持費（OpEx）が著しく減少し、シス
コワイヤレスメッシュネットワーキングソリューションが、企業、キャンパス、メトロポリ

タンのネットワークにおける費用有効でセキュアな配置オプションになります。

（注）

メッシュネットワークの CAPWAP ディスカバリ
メッシュネットワークの CAPWAPディスカバリプロセスは次のとおりです。

1 CAPWAPディスカバリの開始の前に、メッシュアクセスポイントがリンクを確立します。そ
の一方で、非メッシュアクセスポイントが、そのメッシュアクセスポイント用の静的 IP（あ
る場合）を使用して、CAPWAPディスカバリを開始します。
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2 メッシュアクセスポイントは、レイヤ 3ネットワークのメッシュアクセスポイントの静的 IP
を使用して CAPWAPディスカバリを開始するか、割り当てられたプライマリ、セカンダリ、
ターシャリのコントローラ用のネットワークを探します。接続するまで最大 10回試行されま
す。

メッシュアクセスポイントは、セットアップ中に、そのアクセスポイントで設定されている

（準備のできている）コントローラのリストを探します。

（注）

3 手順 2が 10回の試行の後に失敗した場合、メッシュアクセスポイントは DHCPにフォール
バックし、接続を 10回試行します。

4 手順 2と 3の両方に失敗し、コントローラに対して成功した CAPWAP接続がない場合、メッ
シュアクセスポイントは LWAPPにフォールバックします。

5 手順 2、3、4の試行後にディスカバリがなかった場合、メッシュアクセスポイントは次のリ
ンクを試みます。

ダイナミック MTU 検出
ネットワークでMTUが変更された場合、アクセスポイントは、新しいMTUの値を検出し、それ
をコントローラに転送して、新しいMTUに調整できるようにします。新しいMTUでアクセスポ
イントとコントローラの両方がセットされると、それらのパス内にあるすべてのデータは、新し

いMTU内で断片化されます。変更されるまで、その新しいMTUのサイズが使用されます。ス
イッチおよびルータでのデフォルトのMTUは、1500バイトです。

XML 設定ファイル
コントローラのブート設定ファイル内のメッシュの機能は、XMLファイルにASCII形式で保存さ
れます。XML設定ファイルは、コントローラのフラッシュメモリに保存されます。

現行リリースは、バイナリの設定ファイルをサポートしませんが、設定ファイルはメッシュ

リリースからコントローラソフトウェアリリース 7.0へのアップグレード後すぐにバイナリ
状態になります。XML構成ファイルは、リセット後に選択されます。

（注）

XMLファイルを編集しないでください。修正された設定ファイルをコントローラにダウンロー
ドすると、ブート時に巡回冗長検査（CRC）エラーが発生し、設定がデフォルト値にリセット
されます。

注意

XML設定ファイルは、CLI形式に変換すると、容易に読み込みや修正ができます。XMLからCLI
形式に変換するには、設定ファイルを TFTPまたは FTPのサーバにアップロードします。コント
ローラはアップロード中に、XMLから CLIへの変換を開始します。
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サーバ上では、CLI形式で設定ファイルを読み取りまたは編集できます。その後、そのファイル
をダウンロードして、コントローラに戻すことができます。コントローラでは、設定ファイルが

再度 XML形式に変換されて、フラッシュメモリに保存され、新しい設定を使用してリブートさ
れます。

コントローラは、ポート設定 CLIコマンドのアップロードおよびダウンロードをサポートしませ
ん。コントローラポートを設定したい場合は、次にまとめた関連コマンドを入力します。

次のコマンドは、ソフトウェアをリリース 7.0にアップグレードすると、手動で入力できま
す。

（注）

• config port linktrap {port | all} {enable | disable}：特定のコントローラポートまたはすべ
てのポートでアップリンクトラップおよびダウンリンクトラップを有効または無効に

します。

• config port adminmode {port | all} {enable | disable}：特定のコントローラポートまたはす
べてのポートで管理モードを有効または無効にします。

• config portmulticast appliance port {enable | disable}：特定のコントローラポートに対し、
マルチキャストアプライアンスサービスを有効または無効にします。

• config port power {port | all} {enable | disable}：特定のコントローラポートまたはすべて
のポートで Power-over-Ethernet（PoE）を有効または無効にします。

既知のキーワードおよび正しい構文を持つCLIコマンドはXMLに変換されますが、不適切なCLI
コマンドは無視されてフラッシュメモリに保存されます。無効な値を持つフィールドは、XML
検証エンジンにより、フィルタアウトされ、デフォルト値にセットされます。検証は、ブート中

に実行されます。

無視されたコマンドおよび無効な設定値を確認するには、次のコマンドを入力します。

show invalid-config

このコマンドは、clear configコマンドまたは save configコマンドの前にしか実行できません。
ダウンロードした設定に多数の無効なCLIコマンドが含まれている場合、分析のため、無効な
設定を TFTPまたは FTPサーバにアップロードできます。

（注）

アクセスパスワードは、設定ファイルの中に隠されて（難読化されて）います。アクセスポイン

トまたはコントローラのパスワードをイネーブルまたはディセーブルにするには、次のコマンド

を入力します。

config switchconfig secret-obfuscation {enable | disable}
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Adaptive Wireless Path Protocol
Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）は、ワイヤレスメッシュネットワーキング用に設計され
たもので、これを使用すると、配置が容易になり、コンバージェンスが高速になり、リソースの

消費が最小限に抑えられます。

AWPPは、クライアントトラフィックがコントローラにトンネルされているためにAWPPプロセ
スから見えないという CAPWAP WLANの特性を利用します。また、CAPWAP WLANソリュー
ションの拡張無線管理機能はワイヤレスメッシュネットワークに利用できるため、AWPPに組み
込む必要はありません。

AWPPを使用すると、リモートアクセスポイントは、RAPのブリッジグループ（BGN）の一部
である各MAP用のRAPに戻る最適なパスを動的に見つけられるようになります。従来のルーティ
ングプロトコルとは異なり、AWPPは RFの詳細を考慮に入れています。

ルートを最適化するため、MAPはネイバーMAPをアクティブに送信要求します。要請メッセー
ジのやり取りの際に、MAPは RAPへの接続に使用可能なネイバーをすべて学習し、最適なパス
を提供するネイバーを決定して、そのネイバーと同期します。AWPPでは、リンクの品質とホッ
プ数に基づいてパスが決定されます。

AWPPは、パスごとに信号の強度とホップカウントについてコストを計算して、CAPWAPコント
ローラへ戻る最適なパスを自動で判別します。パスが確立されると、AWPPは継続的に条件をモ
ニタし、条件の変化に応じてルートを変更します。また、AWPPは、条件情報を知らせるスムー
ジング機能を実行して、RF環境のエフェメラルな性質に、ネットワークの安定性が影響を受けな
いようにします。

トラフィックフロー

ワイヤレスメッシュ内のトラフィックフローは、次の 3つのコンポーネントに分けられます。

1 オーバーレイ CAPWAPトラフィック：標準の CAPWAPアクセスポイントの配置内のフロー
で、CAPWAPアクセスポイントと CAPWAPコントローラの間の CAPWAPトラフィックのこ
とです。

2 ワイヤレスメッシュデータフレームフロー

3 AWPP交換

CAPWAPモデルはよく知られており、AWPPは専用プロトコルのため、ワイヤレスメッシュデー
タフローについてだけ説明します。ワイヤレスメッシュデータフローのキーは、メッシュアク

セスポイント間で送信される 802.11フレームのアドレスフィールドです。

802.11データフレームは、レシーバ、トランスミッタ、送信先、発信元の 4つまでのアドレス
フィールドを使用できます。WLANクライアントからAPまでの標準フレームでは、トランスミッ
タアドレスと発信元アドレスが同じため、これらのアドレスフィールドのうち 3つしか使用され
ません。しかし、WLANブリッジングネットワークでは、フレームが、トランスミッタの背後に
あるデバイスによって生成された可能性があるため、フレームの発信元がフレームのトランスミッ

タであるとは限らず、4つのすべてのアドレスフィールドが使用されます。
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図 13：ワイヤレスメッシュフレーム, （41ページ）は、このタイプのフレーム構成の例を示し
ています。フレームの発信元アドレスはMAP:03:70、このフレームの送信先アドレスはコントロー
ラ（メッシュネットワークはレイヤ 2モードで動作しています）、トランスミッタアドレスは
MAP:D5:60、レシーバアドレスは RAP:03:40です。

図 13：ワイヤレスメッシュフレーム

このフレームの送信により、トランスミッタとレシーバのアドレスは、ホップごとに変わります。

各ホップでレシーバアドレスを判別するために AWPPが使用されます。トランスミッタアドレ
スは、現在のメッシュアクセスポイントのアドレスです。パス全体を通して、発信元アドレスと

送信先アドレスは同一です。

RAPのコントローラ接続がレイヤ 3の場合、MAPはすでに CAPWAPを IPパケット内にカプセル
化してコントローラに送信済みのため、そのフレームの送信先アドレスはデフォルトゲートウェ

イMACアドレスになり、ARPを使用する標準の IP動作を使用してデフォルトゲートウェイの
MACアドレスを検出します。

メッシュ内の各メッシュアクセスポイントは、コントローラと共に、CAPWAPセッションを形
成します。WLANトラフィックはCAPWAP内にカプセル化されるため、コントローラ上のVLAN
インターフェイスにマップされます。ブリッジされたイーサネットトラフィックは、メッシュ

ネットワーク上の各イーサネットインターフェイスから渡される可能性があり、コントローラの

インターフェイスにマップされる必要はありません（図 14：論理ブリッジとWLANマッピング,
（41ページ）を参照）。

図 14：論理ブリッジと WLAN マッピング
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メッシュネイバー、親、および子

メッシュアクセスポイント間の関係は、親、子、ネイバーです（図15：親、子、およびネイバー
アクセスポイント, （42ページ）を参照）。

•親アクセスポイントは、容易度の値（ease value）に基づいて RAPへの最適なルートを提供
します。親は RAP自身または別のMAPのいずれかです。

◦容易度の値（ease value）は各ネイバーの SNRおよびリンクホップ値を用いて計算され
ます。複数の選択肢がある場合、通常は緩和値の高いアクセスポイントが選択されま

す。

•子アクセスポイントは、RAPに戻る最適なルートとして親アクセスポイントを選択します。

•ネイバーアクセスポイントは、他のアクセスポイントのRF範囲内にありますが、その容易
度の値は親よりも低いため、親や子としては選択されません。

図 15：親、子、およびネイバーアクセスポイント

最適な親を選択するための基準

AWPPは、次のプロセスに従って、無線バックホールを使用して RAPまたはMAP用に親を選択
します。

• scanステートでは、パッシブスキャニングによって、ネイバーのあるチャネルのリストが生
成され、それが、すべてのバックホールチャネルのサブセットになります。

• seekステートでは、アクティブスキャニングによって、ネイバーを持つチャネルが探され、
バックホールチャネルは最適なネイバーを持つチャネルに変更されます。

• seekステートでは、親は最適なネイバーとしてセットされ、親子のハンドシェイクが完了し
ます。

• maintainステートでは、親のメンテナンスと最適化が実行されます。
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このアルゴリズムは、起動時、および親が消失して他に親になりそうなものがない場合に実行さ

れ、通常は、CAPWAPネットワークとコントローラのディスカバリが続けて実行されます。すべ
てのネイバープロトコルフレームは、チャネル情報を運びます。

親メンテナンスは、誘導 NEIGHBOR_REQUESTを親に送信している子ノードおよび
NEIGHBOR_RESPONSEで応答している親によって実行されます。

親の最適化とリフレッシュは、親が常駐しているチャネル上で NEIGHBOR_REQUESTブロード
キャストを送信している子ノードによって、そのチャネル上のネイバリングノードからのすべて

の応答の評価によって発生し実行されます。

親メッシュアクセスポイントは、RAPに戻る最適なパスを提供します。AWPPは、容易度を使
用して、最適なパスを判別します。容易度はコストの逆と考えられるため、容易度の高いパスが、

パスとして推奨されます。

容易度の計算

容易度は、各ネイバーの SNRとホップの値を使用し、さまざまな SNRしきい値に基づく乗数を
適用して計算します。この乗数には、Spreading機能を、さまざまなリンクの質に影響する SNR
に適用するという意味があります。

図 16：親パスの選択, （43ページ）では、親パスの選択で、MAP2はMAP1を通るパスを選択
します。このパスを通る調整された容易度の値（436906）が、MAP2からRAPに直接進むパスの
容易度の値（262144）より大きいためです。

図 16：親パスの選択

親の決定

親メッシュアクセスポイントは、各ネイバーの容易度を RAPまでのホップカウントで割り算し
た、調整された容易度を使用して選択されます。

調整された容易度 =最小値（各ホップでの容易度）ホップカウント

SNR スムージング

WLANルーティングの難しいところは、RFのエフェメラルな性質です。最適なパスを分析して、
パス内で変更がいつ必要かを決めるときに、この点を考慮しなければなりません。特定の RFリ
ンクのSNRは、刻一刻と大幅に変化する可能性があり、これらの変動に基づいてルートパスを変
更すると、ネットワークが不安定になり、パフォーマンスが深刻に低下します。基本的なSNRを
効果的にキャプチャしながらも経時変動を除去するため、調整されたSNRを提供するスムージン
グ機能が適用されます。
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現在の親に対する潜在的なネイバーを評価するとき、親間のピンポン効果を減少させるため、親

の計算された容易度に加えて、親に20%のボーナス容易度が与えられます。子がスイッチを作成
するには、潜在的な親の方が著しくよくなければなりません。親スイッチングはCAPWAPおよび
その他の高レイヤの機能に透過的です。

ループの防止

ルーティングループが作成されないようにするため、AWPPは、自分のMACアドレスを含むルー
トをすべて破棄します。つまり、ホップ情報とは別に、ルーティング情報がRAPへの各ホップの
MACアドレスを含むため、メッシュアクセスポイントはループするルートを容易に検出して破
棄できます。
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